
共振回路 《直列共振》
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最も 𝑍 が⼩さくなる⾓速度を𝜔 [rad/s]とすると⾓速度
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回路全体の合成インピーダンス𝑍とすると、
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※𝜔 ：共振⾓速度(⼜は共振⾓周波数)

この状態が直列共振で、𝐼が最⼤となる。
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【直列共振時ベクトル図】
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【𝑍のリアクタンス成分】



共振回路 《並列共振》
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最も 𝑌 が⼩さくなる( 𝑍 が⼤きくなる)⾓速度を𝜔 [rad/s]とすると⾓速度
𝜔[rad/s]

回路全体の合成アドミタンス𝑌とすると、
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※𝜔 ：共振⾓速度(⼜は、共振⾓周波数)

この状態が並列共振であり、
𝐼が最⼩となる。(𝐼 は最⼤)
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（並列共振時のベクトル図）

周波数
𝑓[Hz]

（𝜔 2𝜋𝑓）
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